
平成30年２月10日(土)
　16:00 開会式
　16:30 祈願式
　16:50 点火式（女神・巫女・使者隊）
　17:00 祈願ロウソク点火
　18:00 アトラクション（浅間鬼押し太鼓 他）
　18:30 花火打ち上げ（約10分間）
　19:00 終　了
▶北軽井沢観光協会 0279-84-2047
　http://www.kita-karuizawa.jp/

第26回北軽井沢
炎のまつり in 北軽井沢ふれあい広場

●平成30年２月10日(土)
　レディースの部
　一般の部（予選リーグ）
●平成30年2月11日(日)
　一般の部
　（準決勝リーグ･決勝トーナメント）
　第17回全国小学生雪合戦大会
▶浅間高原雪合戦実行委員会
　(長野原町役場内)0279-82-3013
　http://asamayukigassen.web.fc2.com/

冬
の

長
野
原
町
に

花
が
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
の
酉
年

は
「
商
売
繁
盛
・
収
穫
」
と

い
う
意
味
が
あ
り
、
本
年
の

戌
年
は
商
売
・
収
穫
後
に
お

け
る
「
守
り
」
の
年
で
あ
る

と
の
こ
と
で
す
。
一
昨
年
か

ら
申
年
・
酉
年
・
戌
年
と
続

い
て
桃
太
郎
の
仲
間
が
そ
ろ

い
、
来
年
は
亥
年
と
な
る
こ

と
か
ら
本
年
は
目
標
に
向

か
っ
て
突
き
進
む
た
め
の
準

備
や
地
盤
作
り
に
は
絶
好
の

年
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
本
年
も
議
員
一
丸
と
な
り
、

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
へ
努

力
し
て
参
る
所
存
で
す
の
で

町
民
皆
さ
ま
の
ご
支
援
・
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
よ

り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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11月臨時会や12月定例会の内容をお伝えします
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ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１１４　 ２３　　ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１１４

▲萩原町長による各議案提案説明の様子(12月６日)

一般質問で次期町長選出馬の意向を問われ、答弁する萩原町長一般質問で次期町長選出馬の意向を問われ、答弁する萩原町長

　萩原町長は平

成30年4月29日に

任期満了となり

ます。

長野原町マスコットキャラクター

にゃがのはら

１２月定例会の概要・内容

■１２月定例会で可決した議案一覧（順不同）

備　考
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議案番号

１号

２号

３号

４号

５号

６号

７号

８号

９号

10号

11号

12号

13号

14号

15号

16号

17号

18号

19号

20号

21号

22号

議

　
　
　案

内　　容

中央幼稚園と保育所を統合し、認定こども園とす

るため利用料などの規定を整備する条例制定。

上記条例制定に伴い、町立幼稚園保育料徴収条例

と町立保育所設置条例を廃止する条例制定。

人事院勧告が閣議決定され、県人事委員会の勧告

どおり職員の月例給ならびに勤勉手当などの引き

上げを行い、町長や副町長、教育長、議員の期末

手当についても引き上げを行う条例改正。

関連法律の改正に伴い、主に非常勤職員の育児休

業に関する要件を緩和する条例改正。

農地利用最適化推進委員における年間報酬を農業

委員の年間報酬と同額にし、農業委員会長や会長

職務代理を含め能率給を追加する条例改正。

主要水道施設の一括管理が可能となったため、上

水道と簡易水道の布設工事監督者・水道技術管理

者の資格基準を統一する条例改正。

中央幼稚園と保育所を統合し、認定こども園とす

るため関連する条例の条文を整備する条例改正。

八ッ場ダム建設に伴う公園・遊歩道などの整備事

業（上湯原森林公園整備事業）の委託契約を締結

するもの。

町と国土交通省間で結んだ覚書に基づいて町所有

の普通財産を譲渡するもの。

歳入歳出にそれぞれ2億1,397万8千円を追加し、

予算総額を94億1,061万円とする補正予算。

歳入歳出にそれぞれ6,879万4千円を追加し、予算

総額を9億7,433万円とする補正予算。

歳入歳出にそれぞれ58万6千円を追加し、予算総

額を8,378万4千円とする補正予算。

歳入歳出にそれぞれ6万円を追加し、予算総額を

6,649万8千円とする補正予算。

歳入歳出にそれぞれ22万6千円を追加し、予算総

額を1億5,462万7千円とする補正予算。

歳入歳出にそれぞれ53万6千円を追加し、予算総

額を5億5,848万2千円とする補正予算。

歳入歳出にそれぞれ46万2千円を追加し、予算総

額を8,439万3千円とする補正予算。

長栄橋架替工事委託契約を国土交通省と締結する

もの。

議　案　名

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利

用者負担に関する条例

町立幼稚園保育料徴収条例等を廃止する条例

職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例

町長、副町長及び教育長の諸給与条例の一部を改

正する条例

議会の議員の議員報酬等に関する条例の一部を改

正する条例

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する

条例

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償

に関する条例の一部を改正する条例

布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水

道技術管理者の資格基準に関する条例の一部を改

正する条例

町立学校設置条例の一部を改正する条例

町立学校給食センターの設置、管理及び運営に関

する条例の一部を改正する条例

町立学校統合問題審議会設置条例の一部を改正す

る条例

町立認定こども園条例の一部を改正する条例

事業委託契約の締結（上湯原森林公園整備事業）

普通財産の譲渡

平成29年度一般会計補正予算（第６号）

平成29年度国民健康保険特別会計補正予算(第３号)

平成29年度へき地診療所特別会計補正予算(第３号)

平成29年度農業集落排水事業特別会計補正予算(第１号)

平成29年度公共下水道事業特別会計補正予算(第２号)

平成29年度介護保険特別会計補正予算(第２号)

平成29年度後期高齢者医療特別会計補正予算(第１号)

工事委託契約の締結（町道遠西荻の平線長栄橋架

替工事）

　
12
月
定
例
会
で
は
条
例
制

定
・
改
正
12
件
、
補
正
予
算

７
件
や
長
栄
橋
架
替
工
事
を

は
じ
め
と
し
た
工
事
・
事
業

委
託
契
約
締
結
２
件
な
ど
全

22
議
案
（
詳
細
３
㌻
）
を
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
11
月
30
日
ま
で
に

受
理
さ
れ
た
陳
情
4
件
は
定

例
会
初
日
に
各
常
任
委
員
会

へ
付
託
さ
れ
、
慎
重
審
議
の

結
果
、
採
択
４
件
と
な
り
ま

し
た
。
（
関
連
８
㌻
）

12
月
定
例
会

全
案
件
を
可
決

　平
成
29
年
12
月
第
４
回
長
野
原
町
議
会
定
例
会
は
会
期
を
12

月
６
日
か
ら
20
日
ま
で
の
15
日
間
と
し
、
同
月
６
日
・
13
日
・

20
日
に
本
会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。

全
22
議
案

　
　
　

原
案
ど
お
り
可
決

　
な
お
定
例
会
３
日
目
（
20

日
）
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問

は
黒
岩
議
員
と
牧
山
議
員
が

登
壇
し
、
質
問
を
行
い
ま
し

た
。
（
関
連
９
～
12
㌻
）

　
今
回
の
一
般
質
問
で
黒
岩

議
員
が
平
成
30
年
４
月
に
行

わ
れ
る
予
定
の
町
長
選
挙
に

つ
い
て
質
問
し
、
萩
原
町
長

へ
出
馬
の
意
向
を
問
い
ま
し

た
。
こ
の
質
問
に
対
し
萩
原

町
長
は
「
次
期
４
年
は
『
よ

り
活
力
あ
る
町
づ
く
り
』
に

一
般
質
問
で
町
長
選

出
馬
意
向
問
う

　
　

ま
い
進
し
て
い
き
た
い
」
と

次
期
町
長
選
挙
へ
出
馬
の
意

向
を
示
し
ま
し
た
。
（
関
連

12
㌻
）

☞定例会の開催月について
　⇒定例会は３・６・９・１２月に開催されます。

　　請願・陳情の付託や審査も定例会で行います。

☞議案一覧表について
　⇒表中の備考欄：各議案の関連記事があるページを

　　　　　　　　　掲載しています。



ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１１４　 ２３　　ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１１４

▲萩原町長による各議案提案説明の様子(12月６日)

一般質問で次期町長選出馬の意向を問われ、答弁する萩原町長一般質問で次期町長選出馬の意向を問われ、答弁する萩原町長

　萩原町長は平

成30年4月29日に

任期満了となり

ます。

長野原町マスコットキャラクター

にゃがのはら

１２月定例会の概要・内容

■１２月定例会で可決した議案一覧（順不同）
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内　　容

中央幼稚園と保育所を統合し、認定こども園とす

るため利用料などの規定を整備する条例制定。

上記条例制定に伴い、町立幼稚園保育料徴収条例

と町立保育所設置条例を廃止する条例制定。

人事院勧告が閣議決定され、県人事委員会の勧告

どおり職員の月例給ならびに勤勉手当などの引き

上げを行い、町長や副町長、教育長、議員の期末

手当についても引き上げを行う条例改正。

関連法律の改正に伴い、主に非常勤職員の育児休

業に関する要件を緩和する条例改正。

農地利用最適化推進委員における年間報酬を農業

委員の年間報酬と同額にし、農業委員会長や会長

職務代理を含め能率給を追加する条例改正。

主要水道施設の一括管理が可能となったため、上

水道と簡易水道の布設工事監督者・水道技術管理

者の資格基準を統一する条例改正。

中央幼稚園と保育所を統合し、認定こども園とす

るため関連する条例の条文を整備する条例改正。

八ッ場ダム建設に伴う公園・遊歩道などの整備事

業（上湯原森林公園整備事業）の委託契約を締結

するもの。

町と国土交通省間で結んだ覚書に基づいて町所有

の普通財産を譲渡するもの。

歳入歳出にそれぞれ2億1,397万8千円を追加し、

予算総額を94億1,061万円とする補正予算。

歳入歳出にそれぞれ6,879万4千円を追加し、予算

総額を9億7,433万円とする補正予算。

歳入歳出にそれぞれ58万6千円を追加し、予算総

額を8,378万4千円とする補正予算。

歳入歳出にそれぞれ6万円を追加し、予算総額を

6,649万8千円とする補正予算。

歳入歳出にそれぞれ22万6千円を追加し、予算総

額を1億5,462万7千円とする補正予算。

歳入歳出にそれぞれ53万6千円を追加し、予算総

額を5億5,848万2千円とする補正予算。

歳入歳出にそれぞれ46万2千円を追加し、予算総

額を8,439万3千円とする補正予算。

長栄橋架替工事委託契約を国土交通省と締結する

もの。

議　案　名

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利

用者負担に関する条例

町立幼稚園保育料徴収条例等を廃止する条例

職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例

町長、副町長及び教育長の諸給与条例の一部を改

正する条例

議会の議員の議員報酬等に関する条例の一部を改

正する条例

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する

条例

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償

に関する条例の一部を改正する条例

布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水

道技術管理者の資格基準に関する条例の一部を改

正する条例

町立学校設置条例の一部を改正する条例

町立学校給食センターの設置、管理及び運営に関

する条例の一部を改正する条例

町立学校統合問題審議会設置条例の一部を改正す

る条例

町立認定こども園条例の一部を改正する条例

事業委託契約の締結（上湯原森林公園整備事業）

普通財産の譲渡

平成29年度一般会計補正予算（第６号）

平成29年度国民健康保険特別会計補正予算(第３号)

平成29年度へき地診療所特別会計補正予算(第３号)

平成29年度農業集落排水事業特別会計補正予算(第１号)

平成29年度公共下水道事業特別会計補正予算(第２号)

平成29年度介護保険特別会計補正予算(第２号)

平成29年度後期高齢者医療特別会計補正予算(第１号)

工事委託契約の締結（町道遠西荻の平線長栄橋架

替工事）

　
12
月
定
例
会
で
は
条
例
制

定
・
改
正
12
件
、
補
正
予
算

７
件
や
長
栄
橋
架
替
工
事
を

は
じ
め
と
し
た
工
事
・
事
業

委
託
契
約
締
結
２
件
な
ど
全

22
議
案
（
詳
細
３
㌻
）
を
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
11
月
30
日
ま
で
に

受
理
さ
れ
た
陳
情
4
件
は
定

例
会
初
日
に
各
常
任
委
員
会

へ
付
託
さ
れ
、
慎
重
審
議
の

結
果
、
採
択
４
件
と
な
り
ま

し
た
。
（
関
連
８
㌻
）

12
月
定
例
会

全
案
件
を
可
決

　平
成
29
年
12
月
第
４
回
長
野
原
町
議
会
定
例
会
は
会
期
を
12

月
６
日
か
ら
20
日
ま
で
の
15
日
間
と
し
、
同
月
６
日
・
13
日
・

20
日
に
本
会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。

全
22
議
案

　
　
　

原
案
ど
お
り
可
決

　
な
お
定
例
会
３
日
目
（
20

日
）
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問

は
黒
岩
議
員
と
牧
山
議
員
が

登
壇
し
、
質
問
を
行
い
ま
し

た
。
（
関
連
９
～
12
㌻
）

　
今
回
の
一
般
質
問
で
黒
岩

議
員
が
平
成
30
年
４
月
に
行

わ
れ
る
予
定
の
町
長
選
挙
に

つ
い
て
質
問
し
、
萩
原
町
長

へ
出
馬
の
意
向
を
問
い
ま
し

た
。
こ
の
質
問
に
対
し
萩
原

町
長
は
「
次
期
４
年
は
『
よ

り
活
力
あ
る
町
づ
く
り
』
に

一
般
質
問
で
町
長
選

出
馬
意
向
問
う

　
　

ま
い
進
し
て
い
き
た
い
」
と

次
期
町
長
選
挙
へ
出
馬
の
意

向
を
示
し
ま
し
た
。
（
関
連

12
㌻
）

☞定例会の開催月について
　⇒定例会は３・６・９・１２月に開催されます。

　　請願・陳情の付託や審査も定例会で行います。

☞議案一覧表について
　⇒表中の備考欄：各議案の関連記事があるページを

　　　　　　　　　掲載しています。
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１１月臨時会・１２月定例会の内容１２月定例会の内容

▲中央こども園舎となる予定の現中央幼稚園

▲各議案とも慎重審議がなされました（12月６日・本会議）

中
央
こ
ど
も
園

整
備
へ
条
例
制
定

　
町
立
保
育
所
と
中
央
幼
稚

園
を
統
合
し
、
新
た
に
中
央

こ
ど
も
園
と
す
る
こ
と
に
伴

う
条
例
制
定
・
廃
止
・
改
正

関
連
条
例

　
　
　

制
定･

廃
止･

改
正

６
件
（
左
表
参
照
）
を
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

（
12
月
６
日
・
本
会
議
）

　
主
な
内
容
は
中
央
こ
ど
も

園
整
備
に
伴
い
、
保
育
所
・

幼
稚
園
関
連
条
例
を
廃
止

し
、
新
た
に
認
定
こ
ど
も
園■中央こども園整備に関わる条例制定・廃止・改正一覧

種　別

制　定

廃　止

改　正

議　案　名

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用

者負担に関する条例

町立幼稚園保育料徴収条例等を廃止する条例

町立学校設置条例の一部を改正する条例

町立学校給食センターの設置、管理及び運営に関す

る条例の一部を改正する条例

町立学校統合問題審議会設置条例の一部を改正する条例

町立認定こども園条例の一部を改正する条例

の
利
用
料
な
ど
に
関
す
る
条

例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
そ
の
他
関
連
条
例

改
正
で
は
条
文
中
の
「
幼
稚

園
」
を
「
認
定
こ
ど
も
園
」

に
改
め
る
な
ど
の
条
文
整
備

を
行
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
回
の
条
例
制
定

な
ど
は
平
成
30
年
４
月
１
日

か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

補
助
の

特
別
措
置
継
続
求
め
る

11月臨時会

道
路
整
備
事
業
の
補
助
率
か
さ
上
げ
措
置

　
平
成
29
年
11
月
第
４
回
長

野
原
町
議
会
臨
時
会
が
11
月

９
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
臨
時
会
に
お
い
て
専

決
処
分
（
一
般
会
計
補
正
予

算
）
の
承
認
１
件
、
意
見
書

の
提
出
１
件
を
原
案
の
と
お

り
承
認
・
可
決
し
ま
し
た
。

　
今
回
承
認
さ
れ
た
専
決
処

分
は
平
成
29
年
10
月
22
日
執

行
の
「
第
48
回
衆
議
院
議
員

総
選
挙
（
最
高
裁
判
所
裁
判

官
国
民
審
査
）
」
に
伴
う
平

成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
５
号
）
で
す
。
選
挙

に
か
か
る
経
費
５
９
４
万
４

千
円
を
追
加
補
正
し
、
歳
入

第
48
回
衆
院
選
の

経
費
を
補
正

　
　

歳
出
総
額
を
91
億
９
６
６
３

万
２
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
今
回
提
出
さ
れ
た
「
市
町

村
道
路
関
係
予
算
の
確
保
及

び
道
路
整
備
に
係
る
補
助
率

等
の
嵩
上
げ
措
置
の
継
続
を

求
め
る
意
見
書
」
を
原
案
の

と
お
り
可
決
し
、
関
係
機
関
へ

提
出
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
こ
の
意
見
書
は
財
政
状
況

が
厳
し
い
市
町
村
の
道
路
事

業
を
着
実
に
進
展
さ
せ
る
た

め
、
国
へ
交
付
金
予
算
を
持

続
的
に
確
保
す
る
こ
と
や
、

平
成
29
年
度
末
に
期
限
と
な

る
補
助
率
か
さ
上
げ
措
置
の

延
長
を
求
め
る
も
の
で
す
。

道
路
整
備
補
助
の

意
見
書
提
出

　
　

その他条例改正・普通財産の譲渡

給与条例など

　　６条例を改正

　
人
事
院
勧
告
に
伴
う
給
与

条
例
改
正
を
は
じ
め
と
し
た

条
例
改
正
６
件
、
普
通
財
産

の
譲
渡
１
件
（
左
表
参
照
）

を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。
（
12
月
６
日
・
本
会
議)

　
人
事
院
勧
告
に
伴
い
、
議

員
は
じ
め
町
長
や
職
員
な
ど

に
関
わ
る
給
与
条
例
３
件
を

改
正
し
、
期
末
・
勤
勉
手
当

質
疑
応
答

Ｑ
．
資
格
基
準
統
一
の

理
由
は

Ａ
．
技
術
的
に
対
応
可

能
の
た
め

　工
事
・
管
理
の

　資
格
基
準
統
一

④

な
ど
の
引
き
上
げ
を
行
い
ま

し
た
。

　
関
連
法
律
の
改
正
に
伴
い

町
臨
時
職
員
が
育
児
休
業
を

取
得
で
き
る
要
件
を
緩
和
し

ま
し
た
。

　　
県
内
約
８
割
が
農
業
委
員

☞町の水道について
　⇒現在、町では浅間上水道・北軽井沢簡易水道・東部簡易  

　　水道・中部簡易水道の２種４施設を管理しています。

育
児
休
業
の

要
件
を
緩
和

②

推
進
委
員
の

報
酬
を
引
上

③

と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
の
報
酬
額
（
年
額
）
が
同

額
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
両
委

員
の
報
酬
額
を
統
一
す
る
な

ど
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

　
上
水
道
と
簡
易
水
道
の
布

設
工
事
監
督
者
お
よ
び
水
道

技
術
管
理
者
の
資
格
基
準
を

統
一
し
、
主
に
実
務
経
験
年

数
の
規
定
を
簡
易
水
道
の
基

準
に
合
わ
せ
ま
し
た
。

　
　
　
牧
山
議
員
　
布
設
工

　
　
　
事
監
督
者
と
水
道
技

術
管
理
者
の
資
格
基
準
を
簡

易
水
道
に
合
わ
せ
る
理
由
は
。

　
　
　
上
下
水
道
課
長
　
町

　
　
　
の
上
水
道
・
簡
易
水

代
替
地
内

　

　町
敷
地
を
譲
渡

⑤

■その他条例改正・可決議案一覧

番 号

①

②

③

④

⑤

議　案　名

職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例

町長、副町長及び教育長の諸給与条例の一部を

改正する条例

議会の議員の議員報酬等に関する条例の一部を

改正する条例

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正す

る条例

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁

償に関する条例の一部を改正する条例

布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに

水道技術管理者の資格基準に関する条例の一部

を改正する条例

普通財産の譲渡

道
は
取
水
・
浄
化
方
法
、
配

水
池
の
構
造
が
同
じ
で
あ

り
、
両
水
道
と
も
水
源
を
地

下
水
と
湧
水
で
ま
か
な
っ
て

い
る
。
ま
た
使
用
施
設
に
監

視
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
お

り
、
配
水
池
の
水
位
や
取
水

量
な
ど
を
一
括
管
理
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
技

術
的
に
も
対
応
可
能
で
あ
る

た
め
、
資
格
基
準
を
簡
易
水
道

に
合
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　
国
土
交
通
省
が
造
成
工
事

を
実
施
し
て
い
る
横
壁
地
域

振
興
施
設
の
整
備
予
定
地
内

に
お
け
る
町
所
有
敷
地
１
件

３
筆
を
、
町
と
国
土
交
通
省

間
で
取
り
交
わ
し
た
覚
書
に

基
づ
き
譲
渡
し
ま
し
た
。

☞意見書について
　⇒地方公共団体の議会は地方自治法に基づき、公益に関する

　　ものについて意見書を国会や関係行政庁に提出できます。

　

 

勧
告
ど
お
り
期
末
・

勤
勉
手
当
引
上

①
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▲中央こども園舎となる予定の現中央幼稚園

▲各議案とも慎重審議がなされました（12月６日・本会議）
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こ
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事
監
督
者
と
水
道
技

術
管
理
者
の
資
格
基
準
を
簡

易
水
道
に
合
わ
せ
る
理
由
は
。

　
　
　
上
下
水
道
課
長
　
町

　
　
　
の
上
水
道
・
簡
易
水

代
替
地
内

　

　町
敷
地
を
譲
渡

⑤

■その他条例改正・可決議案一覧

番 号

①

②

③

④

⑤

議　案　名

職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例

町長、副町長及び教育長の諸給与条例の一部を

改正する条例

議会の議員の議員報酬等に関する条例の一部を

改正する条例

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正す

る条例

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁

償に関する条例の一部を改正する条例

布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに

水道技術管理者の資格基準に関する条例の一部

を改正する条例

普通財産の譲渡

道
は
取
水
・
浄
化
方
法
、
配

水
池
の
構
造
が
同
じ
で
あ

り
、
両
水
道
と
も
水
源
を
地

下
水
と
湧
水
で
ま
か
な
っ
て

い
る
。
ま
た
使
用
施
設
に
監

視
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
お

り
、
配
水
池
の
水
位
や
取
水

量
な
ど
を
一
括
管
理
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
技

術
的
に
も
対
応
可
能
で
あ
る

た
め
、
資
格
基
準
を
簡
易
水
道

に
合
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　
国
土
交
通
省
が
造
成
工
事

を
実
施
し
て
い
る
横
壁
地
域

振
興
施
設
の
整
備
予
定
地
内

に
お
け
る
町
所
有
敷
地
１
件

３
筆
を
、
町
と
国
土
交
通
省

間
で
取
り
交
わ
し
た
覚
書
に

基
づ
き
譲
渡
し
ま
し
た
。

☞意見書について
　⇒地方公共団体の議会は地方自治法に基づき、公益に関する

　　ものについて意見書を国会や関係行政庁に提出できます。

　

 

勧
告
ど
お
り
期
末
・

勤
勉
手
当
引
上

①
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一般・特別会計補正予算 契約の締結 平成29年度

一般･特別会計

補正予算

平成31年度完成を目途に架替工事が行われる長栄橋

▼長栄橋位置図

▲道の駅八ッ場ふるさと館よりかかる不

動大橋から眺望できる「不動の滝」

　長栄橋架替の工事

委託契約締結につい

ても可決しました。

（７ページ参照）

長野原町マスコットキャラクター

にゃがのはら

■平成29年度一般・特別会計補正予算表（12月定例会分）

2億1,397万8千円

6,879万4千円

58万6千円

6万円

22万6千円

53万6千円

46万2千円

2億8,464万2千円

補 正 額会　計　名

一　般　会　計

国民健康保険特別会計

へき地診療所特別会計

農業集落排水事業特別会計

公共下水道事業特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計

後期高齢者医療特別会計

合　　　計

94億1,061万円

9億7,433万円

8,378万4千円

6,649万8千円

1億5,462万7千円

5億5,848万2千円

8,439万3千円

－

補正後の総額

平成29年度一般会計補正予算

長栄橋架替へ委託料追加

　平
成
29
年
度
一
般
・
特
別

会
計
７
会
計
補
正
予
算
を
原

案
の
と
お
り
（
左
表
参
照
）

可
決
し
ま
し
た
。
（
12
月
13

日
・
本
会
議
）

　一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て
は
、
人
事
院
勧
告
に
伴

う
給
与
改
定
に
よ
る
人
件
費

の
追
加
や
長
栄
橋
架
替
事
業

に
伴
う
委
託
料
８
０
４
０
万

円
の
追
加
、
新
規
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
着
任
に
伴
う
地

域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
費
１

７
１
万
７
千
円
の
追
加
な
ど

が
主
な
内
容
で
、
合
計
で
２

億
１
３
９
７
万
８
千
円
の
追

加
と
な
り
ま
し
た
。

　国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

や
へ
き
地
診
療
所
特
別
会
計

な
ど
計
６
会
計
の
特
別
会
計

補
正
予
算
を
原
案
の
と
お
り

(

上
表
参
照)

可
決
し
ま
し
た
。

　国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
は
、
一
般
被
保
険

者
療
養
給
付
費
６
０
７
４
万

１
千
円
な
ど
の
追
加
が
主
な

内
容
で
、
そ
の
他
会
計
に
つ

い
て
は
主
に
人
件
費
の
追
加

が
主
な
内
容
の
増
額
補
正
と

な
り
ま
し
た
。

☆「一般被保険者療養給付費」とは

　義務教育就学後～70歳未満の人（一般被保険者）が保険証をもって医療

　機関などにかかった際に支払う自己負担分以外のお金(現物給付)のこと。

質
疑
応
答

Ｑ
①
．
新
規
地
協
隊
の

職
務
内
容
は

Ａ
①
．
酪
農
ヘ
ル
パ
ー

業
務
を
行
う

黒
岩
議
員

　（
一
般
会
計
補

正
予
算
）
既
存
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
に
加
え
、
新
規

に
５
名
着
任
と
の
こ
と
だ

が
、
ど
の
よ
う
な
職
務
を
行

う
の
か
。

企
画
政
策
課
長

　新
規
に
着

任
す
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊

に
つ
い
て
は
み
る
く
村
を
事

務
所
と
し
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー

業
務
に
就
い
て
い
た
だ
く
。

最
長
３
年
間
の
任
期
の
中
で

経
験
を
積
ん
で
い
た
だ
き
、

そ
の
後
は
現
地
で
ヘ
ル
パ
ー

業
務
が
で
き
る
よ
う
進
め
て

い
る
。

冨
澤
議
員

　（
一
般
会
計
補

正
予
算
）
長
栄
橋
架
替
に
伴

う
委
託
料
８
０
４
０
万
円
を

増
額
補
正
す
る
が
、
こ
の
事

業
の
総
工
費
や
最
終
的
な
町

の
負
担
額
は
い
く
ら
に
な
る

の
か
。

ダ
ム
担
当
副
町
長

　今
回
の

補
正
に
つ
い
て
は
長
栄
橋
の

橋
台
部
分
に
お
け
る
町
の
負

担
額
で
あ
る
。
総
工
費
に
つ

い
て
は
現
在
試
算
中
で
は
あ

る
が
、
最
終
的
な
町
の
負
担

額
は
今
回
の
８
０
４
０
万
を

含
め
て
２
億
円
程
度
だ
と
試

算
し
て
い
る
。

Ｑ
②
．
長
栄
橋
総
工
費

と
町
負
担
額
は

Ａ
②
．
町
の
負
担
額
は

２
億
円
程
度

長
栄
橋
架
替
、

　
国
交
省
へ
委
託

　上
湯
原
（
川
原
湯
）
森
林

公
園
整
備
事
業
委
託
契
約
の

締
結
に
つ
い
て
、
無
記
名
投

票
に
よ
り
採
決
し
、
全
員
賛

成
で
可
決
し
ま
し
た
。
（
12

月
６
日
・
本
会
議
）

■
契
約
の
目
的

　八
ッ
場
ダ
ム
建
設
に
伴
う

　公
園
・
遊
歩
道
等
事
業

　（
上
湯
原
森
林
公
園
整

　備
事
業
）

■
契
約
金
額

　１
億
５
２
５
万
８
千
円

（
う
ち
取
引
に
係
る
消
費
税

　お
よ
び
地
方
消
費
税
の
額

　７
７
９
万
６
８
８
８
円
）

■
契
約
の
相
手
方

　国
土
交
通
省
関
東
地
方
整

　備
局
長

　泊

　宏

　町
道
遠
西
荻
の
平
線
長
栄

橋
架
替
工
事
委
託
の
締
結
に

つ
い
て
無
記
名
投
票
に
よ
り

採
決
し
、
全
員
賛
成
で
可
決

し
ま
し
た
。
（
12
月
20
日
・

本
会
議
）

■
契
約
の
目
的

　町
道
遠
西
荻
の
平
線
長
栄

　橋
架
替
工
事

■
契
約
金
額

　８
０
４
０
万
円

（
う
ち
取
引
に
係
る
消
費
税

　お
よ
び
地
方
消
費
税
の
額

　５
９
５
万
５
５
５
４
円
）

■
契
約
の
相
手
方

　国
土
交
通
省
関
東
地
方
整

　備
局
長

　泊

　宏

森
林
公
園

　
　
　

整
備
事
業
を
委
託

長
栄
橋

　
　
　
　

架
替
工
事
を
委
託

長
栄
橋
架
替
へ

８
０
４
０
万
円

国
保
特
別
会
計

　

療
養
給
付
費
追
加

☞特別会計について
　⇒地方公共団体が特定の事業を行う際、一般会計と区分し

　　て経理する必要がある場合に条例で設置する会計です。

　現在の長栄橋は幅員

が狭いため、国土交通

省と協議の上、新長栄

橋は幅員を拡幅する予

定としており、拡幅部

分は町の負担となりま

す。

　
長野原町マスコットキャラクター

にゃがのはら

　上湯原森林公園整備

事業では不動の滝の鑑

賞性向上へ調査・検討

を行い、川原湯地区の

遊歩道整備へ向けた測

量や工事を行います。

長野原町マスコットキャラクター

にゃがのはら

☞長栄橋の架替について
　⇒近年の集中豪雨などによる河川増水に備え、国土交通省は長栄橋付近

　　の護岸工事を計画しています。しかし、現在の長栄橋が工事の支障と

　　なることから国土交通省が架替工事を実施することになりました。
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一般・特別会計補正予算 契約の締結 平成29年度

一般･特別会計

補正予算

平成31年度完成を目途に架替工事が行われる長栄橋

▼長栄橋位置図

▲道の駅八ッ場ふるさと館よりかかる不

動大橋から眺望できる「不動の滝」

　長栄橋架替の工事

委託契約締結につい

ても可決しました。

（７ページ参照）

長野原町マスコットキャラクター

にゃがのはら

■平成29年度一般・特別会計補正予算表（12月定例会分）

2億1,397万8千円

6,879万4千円

58万6千円

6万円

22万6千円

53万6千円

46万2千円

2億8,464万2千円

補 正 額会　計　名

一　般　会　計

国民健康保険特別会計

へき地診療所特別会計

農業集落排水事業特別会計

公共下水道事業特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計

後期高齢者医療特別会計

合　　　計

94億1,061万円

9億7,433万円

8,378万4千円

6,649万8千円

1億5,462万7千円

5億5,848万2千円

8,439万3千円

－

補正後の総額

平成29年度一般会計補正予算

長栄橋架替へ委託料追加

　平
成
29
年
度
一
般
・
特
別

会
計
７
会
計
補
正
予
算
を
原

案
の
と
お
り
（
左
表
参
照
）

可
決
し
ま
し
た
。
（
12
月
13

日
・
本
会
議
）

　一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て
は
、
人
事
院
勧
告
に
伴

う
給
与
改
定
に
よ
る
人
件
費

の
追
加
や
長
栄
橋
架
替
事
業

に
伴
う
委
託
料
８
０
４
０
万

円
の
追
加
、
新
規
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
着
任
に
伴
う
地

域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
費
１

７
１
万
７
千
円
の
追
加
な
ど

が
主
な
内
容
で
、
合
計
で
２

億
１
３
９
７
万
８
千
円
の
追

加
と
な
り
ま
し
た
。

　国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

や
へ
き
地
診
療
所
特
別
会
計

な
ど
計
６
会
計
の
特
別
会
計

補
正
予
算
を
原
案
の
と
お
り

(

上
表
参
照)

可
決
し
ま
し
た
。

　国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
は
、
一
般
被
保
険

者
療
養
給
付
費
６
０
７
４
万

１
千
円
な
ど
の
追
加
が
主
な

内
容
で
、
そ
の
他
会
計
に
つ

い
て
は
主
に
人
件
費
の
追
加

が
主
な
内
容
の
増
額
補
正
と

な
り
ま
し
た
。

☆「一般被保険者療養給付費」とは

　義務教育就学後～70歳未満の人（一般被保険者）が保険証をもって医療

　機関などにかかった際に支払う自己負担分以外のお金(現物給付)のこと。

質
疑
応
答

Ｑ
①
．
新
規
地
協
隊
の

職
務
内
容
は

Ａ
①
．
酪
農
ヘ
ル
パ
ー

業
務
を
行
う

黒
岩
議
員

　（
一
般
会
計
補

正
予
算
）
既
存
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
に
加
え
、
新
規

に
５
名
着
任
と
の
こ
と
だ

が
、
ど
の
よ
う
な
職
務
を
行

う
の
か
。

企
画
政
策
課
長

　新
規
に
着

任
す
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊

に
つ
い
て
は
み
る
く
村
を
事

務
所
と
し
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー

業
務
に
就
い
て
い
た
だ
く
。

最
長
３
年
間
の
任
期
の
中
で

経
験
を
積
ん
で
い
た
だ
き
、

そ
の
後
は
現
地
で
ヘ
ル
パ
ー

業
務
が
で
き
る
よ
う
進
め
て

い
る
。

冨
澤
議
員

　（
一
般
会
計
補

正
予
算
）
長
栄
橋
架
替
に
伴

う
委
託
料
８
０
４
０
万
円
を

増
額
補
正
す
る
が
、
こ
の
事

業
の
総
工
費
や
最
終
的
な
町

の
負
担
額
は
い
く
ら
に
な
る

の
か
。

ダ
ム
担
当
副
町
長

　今
回
の

補
正
に
つ
い
て
は
長
栄
橋
の

橋
台
部
分
に
お
け
る
町
の
負

担
額
で
あ
る
。
総
工
費
に
つ

い
て
は
現
在
試
算
中
で
は
あ

る
が
、
最
終
的
な
町
の
負
担

額
は
今
回
の
８
０
４
０
万
を

含
め
て
２
億
円
程
度
だ
と
試

算
し
て
い
る
。

Ｑ
②
．
長
栄
橋
総
工
費

と
町
負
担
額
は

Ａ
②
．
町
の
負
担
額
は

２
億
円
程
度

長
栄
橋
架
替
、

　
国
交
省
へ
委
託

　上
湯
原
（
川
原
湯
）
森
林

公
園
整
備
事
業
委
託
契
約
の

締
結
に
つ
い
て
、
無
記
名
投

票
に
よ
り
採
決
し
、
全
員
賛

成
で
可
決
し
ま
し
た
。
（
12

月
６
日
・
本
会
議
）

■
契
約
の
目
的

　八
ッ
場
ダ
ム
建
設
に
伴
う

　公
園
・
遊
歩
道
等
事
業

　（
上
湯
原
森
林
公
園
整

　備
事
業
）

■
契
約
金
額

　１
億
５
２
５
万
８
千
円

（
う
ち
取
引
に
係
る
消
費
税

　お
よ
び
地
方
消
費
税
の
額

　７
７
９
万
６
８
８
８
円
）

■
契
約
の
相
手
方

　国
土
交
通
省
関
東
地
方
整

　備
局
長

　泊

　宏

　町
道
遠
西
荻
の
平
線
長
栄

橋
架
替
工
事
委
託
の
締
結
に

つ
い
て
無
記
名
投
票
に
よ
り

採
決
し
、
全
員
賛
成
で
可
決

し
ま
し
た
。
（
12
月
20
日
・

本
会
議
）

■
契
約
の
目
的

　町
道
遠
西
荻
の
平
線
長
栄

　橋
架
替
工
事

■
契
約
金
額

　８
０
４
０
万
円

（
う
ち
取
引
に
係
る
消
費
税

　お
よ
び
地
方
消
費
税
の
額

　５
９
５
万
５
５
５
４
円
）

■
契
約
の
相
手
方

　国
土
交
通
省
関
東
地
方
整

　備
局
長

　泊

　宏

森
林
公
園

　
　
　

整
備
事
業
を
委
託

長
栄
橋

　
　
　
　

架
替
工
事
を
委
託

長
栄
橋
架
替
へ

８
０
４
０
万
円

国
保
特
別
会
計

　

療
養
給
付
費
追
加

☞特別会計について
　⇒地方公共団体が特定の事業を行う際、一般会計と区分し

　　て経理する必要がある場合に条例で設置する会計です。

　現在の長栄橋は幅員

が狭いため、国土交通

省と協議の上、新長栄

橋は幅員を拡幅する予

定としており、拡幅部

分は町の負担となりま

す。

　
長野原町マスコットキャラクター

にゃがのはら

　上湯原森林公園整備

事業では不動の滝の鑑

賞性向上へ調査・検討

を行い、川原湯地区の

遊歩道整備へ向けた測

量や工事を行います。

長野原町マスコットキャラクター

にゃがのはら

☞長栄橋の架替について
　⇒近年の集中豪雨などによる河川増水に備え、国土交通省は長栄橋付近

　　の護岸工事を計画しています。しかし、現在の長栄橋が工事の支障と

　　なることから国土交通省が架替工事を実施することになりました。
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請願・陳情の審査結果

一 般 質 問
ここが知りたい！

：陳情箇所　　：国道　　：県道 　　：信号

■図１(陳情第24号)

■図２(陳情第25号)

受理番号第24号陳情箇所
調査を行い、検討した上で対応することとしました

▲受理番号第25号陳
　情箇所

▲萩原町長へ次期町長選出馬の意向を問
　う黒岩議員

道路拡幅陳情、
条件付採択

産業建設常任委員会

道路拡幅陳情、
条件付採択

■請願・陳情の審査結果一覧

件　　名

与喜屋地内消防設備消火栓補修

の陳情

横断歩道の移設についての陳情

国道146号線から町道10-48号線

に入るＮＴＴ交換所と丸栄建設

の両側の角取りについての陳情

町道7-8号線の一部片面の拡幅

工事についての陳情

提　出　者

与喜屋区長

丸山　実司

羽根尾区長

熊川美津男

北軽井沢区長

石田　俊雄

羽根尾区長

熊川美津男

結　果

採　択

（75％補助）

採　択

(関係機関へ要望)

採　択

(調査検討後に対応)

採　択
(関係者と調整

後に対応)　 

内　　容

山村開発センター駐車場付近

の消火栓補修の補助をお願い

する陳情

羽根尾公民館付近の横断歩道

移設をお願いする陳情

国道146号線から町道10-48号

線に入る入口の拡幅をお願い

する陳情（図１参照）

町道７-８号線の一部拡幅を

お願いする陳情（図２参照）

受理番号

22号

23号

24号

25号

総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会
に

付
託
さ
れ
た
受
理
番
号
22
号

の
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
駐
車

場
付
近
の
消
火
栓
補
修
の
補

　12
月
６
日
（
水
）
開
催
の
12
月
定
例
会
初
日
に
４
件
の
陳
情
が

各
常
任
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
、
同
日
に
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　各
常
任
委
員
会
の
審
議
結
果
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

山
開
セ
付
近

消
火
栓
補
修
補
助

総 文

　
産
業
建
設
常
任
委
員
会
に

付
託
さ
れ
た
陳
情
２
件
（
受

理
番
号
24
号
・
25
号
）
は
道

路
の
拡
幅
工
事
を
求
め
る
も

の
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
更
な
る

状
況
調
査
や
関
係
者
と
の
調

整
な
ど
が
必
要
で
あ
る
と
判

断
し
、
調
査
・
検
討
・
調
整

後
対
応
の
条
件
付
き
採
択
と

し
ま
し
た
。

助
を
求
め
る
陳
情
に
つ
い
て

は
75
％
補
助
の
採
択
と
し
、

受
理
番
号
23
号
の
羽
根
尾
公

民
館
付
近
の
横
断
歩
道
移
設

を
求
め
る
陳
情
に
つ
い
て
は

関
係
機
関
へ
要
望
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

羽
根
尾
・
北
軽

道
路
拡
幅
工
事
採
択

産 建

☆常任委員会とは

　議会が条例で設置できる（任意制の）委員会。各部門に属する事務調査や議案・請願
　などを審査する。
　■総務文教常任委員会：町財政や社会福祉、民生、教育など
　■産業建設常任委員会：産業経済や地域振興、土木建設、上下水道など

☞請願･陳情の付託
　⇒請願･陳情の各常任委員会への付託は３･６･９･１２月の定例会

　　で行われます。請願･陳情の締切は定例会前月の末日までです。

次
期
町
長
選
・

　地
域
福
祉
問
う

い
て
の
考
え
を
問
い
ま
し

た
。

　
ま
た
、
黒
岩
議
員
は
平
成

30
年
４
月
に
予
定
さ
れ
て
い

る
町
長
選
挙
つ
い
て
の
質
問

を
行
い
、
萩
原
町
長
へ
出
馬

の
意
向
を
問
い
ま
し
た
。

　
な
お
紙
面
の
都
合
に
よ
り
、

内
容
の
要
約
な
ど
を
行
っ
た

上
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
一
般
質
問
と
は
定
例
会
に

お
い
て
、
各
議
員
が
住
民
の

代
表
と
し
て
町
の
考
え
方
や

疑
問
を
正
す
も
の
で
す
。

　
12
月
定
例
会
で
は
牧
山
議

員
と
黒
岩
議
員
の
２
名
が
登

壇
し
、
一
般
質
問
を
行
い
ま

し
た
。
（
詳
細
９
～
12
㌻
）

　
今
回
の
一
般
質
問
に
お
い

て
、
牧
山
議
員
は
地
域
で
一

体
的
に
医
療
・
介
護
・
生
活

支
援
な
ど
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
「
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
」
や
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
医
療
施
策
の
方

向
性
を
定
め
る
「
地
域
医
療

構
想
」
つ
い
て
の
質
問
を
行

い
、
町
の
福
祉
・
医
療
に
つ

一
般
質
問
に

　
　

牧
山
・
黒
岩
議
員

☞一般質問のルール
　⇒町では質問を３回までとしています。議会だよりでは紙面の都合で

　　要約して掲載していますので、質問回数が異なる場合があります。

質 問 者

牧山　明　議員

黒岩　巧　議員

質 問 内 容

①システム構築への考えは

②地域医療構想、影響あるか

次期町長選へ出馬の意向は

ページ

１０

１１

１２

地域包括ケアシステム

西吾妻福祉病院
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。
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牧山　明　議員

ここが知りたい！

一 般 質 問
ここが知りたい！

一 般 質 問

▲産科医療継続を決めた西吾妻福祉病院

　
　
　
２
０
２
５
年
に
団
塊

　
　
　
の
世
代
が
75
歳
以
上

と
な
る
。
こ
れ
を
め
ど
に
重

度
な
要
介
護
状
態
と
な
っ
て

も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら

し
続
け
ら
れ
る
よ
う
医
療
や

介
護
な
ど
の
各
分
野
が
一
体

的
に
提
供
さ
れ
る
「
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築

実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
す
る
町
の
考
え
方

と
現
在
の
取
組
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
町
長
　
町
の
考
え
方

　
　
　
と
し
て
、
町
高
齢
者

福
祉
計
画
や
介
護
保
険
事
業

計
画
（
第
６
期
）
に
お
い
て

「
み
ん
な
の
力
で
生
涯
い
き

い
き
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

町
」
を
基
本
理
念
と
し
、
高

齢
者
が
健
康
で
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
安
定
的
な
介
護
サ
ー
ビ

ス
提
供
を
目
指
し
て
い
る
。

　
シ
ス
テ
ム
構
築
に
は
高
齢

者
自
身
や
周
囲
の
協
力
が
不

可
欠
で
あ
り
、
医
療
や
介
護

な
ど
各
分
野
の
連
携
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　
実
際
の
取
組
と
し
て
は
シ

ス
テ
ム
構
築
に
向
け
た
地
域

支
援
事
業
の
充
実
を
図
る
た

め
、
各
施
設
事
業
所
の
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
の
定
期
的

な
「
地
域
ケ
ア
会
議
」
開
催

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
今
後

は
要
支
援
者
が
地
域
で
暮
ら

し
て
い
く
た
め
に
、
各
種

サ
ー
ビ
ス
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
各
種
団
体
が
行
う
な
ど
一

体
的
な
支
援
を
提
供
で
き
る

よ
う
推
進
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
地
域
医
療
構
想
の
策

　
　
　
定
が
各
都
道
府
県
に

義
務
付
け
ら
れ
、
群
馬
県
で

は
現
行
の
保
健
医
療
計
画

（
第
７
次
）
に
追
記
さ
れ
る

形
で
改
定
が
行
わ
れ
た
。
こ

の
中
で
吾
妻
郡
に
お
け
る
２

０
２
５
年
の
必
要
病
床
数
は

５
７
２
床
と
な
っ
て
お
り
、

２
０
１
５
年
７
月
の
１
３
３

　
　
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど

　
　
　
の
事
業
所
が
町
に
不

足
し
て
い
る
。
例
え
ば
要
介

護
認
定
３
以
下
の
た
め
「
か

ら
ま
つ
荘
」
な
ど
の
施
設
に

入
所
で
き
な
い
方
向
け
の
施

設
や
在
宅
療
養
に
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
町
は
提
供
で
き

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
町
長
　
シ
ス
テ
ム
の

　
　
　
構
築
に
は
自
助
・
互

助
・
共
助
・
公
助
の
連
携
が

重
要
で
、
特
に
自
ら
が
健
康

に
注
意
を
払
う
な
ど
の
自
助

が
基
本
か
つ
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　
民
間
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が

不
足
し
て
い
る
と
い
う
指
摘

だ
が
、
田
舎
の
自
治
体
が
民

間
へ
過
度
に
期
待
す
る
の
は

難
し
い
。
そ
う
い
っ
た
時
に

こ
そ
ボ
ラ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
よ

う
な
互
助
が
必
要
で
あ
る
。

そ
れ
を
考
え
る
と
、
行
政
や

議
員
皆
さ
ま
な
ど
が
真
剣
に

考
え
、
啓
蒙
活
動
を
行
う
べ

き
だ
と
考
え
て
い
る
。

西吾妻福祉病院

地域医療構想、影響あるか

一
体
的
支
援

提
供
へ
推
進
図
る

介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど

現
在
の
と
こ
ろ

影
響
無
い５

床
と
比
べ
約
57
％
の
減
と

な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
数
値

は
ど
の
よ
う
な
病
床
が
減
る

こ
と
を
示
す
の
か
。
こ
れ
に

よ
り
地
域
の
中
核
的
病
院
で

あ
る
西
吾
妻
福
祉
病
院
は
ど

の
よ
う
な
影
響
を
受
け
る
の

か
。
ま
た
、
地
域
住
民
か
ら

信
頼
さ
れ
る
病
院
に
向
け
た

改
革
に
つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

　
　
　
町
長
　
こ
の
約
57
％

　
　
　
と
い
う
数
値
は
減
床

数
で
は
な
く
、
主
に
栗
生
楽

泉
園
の
不
要
病
床
数
を
示
し

て
い
る
。
必
ず
し
も
削
減
さ

れ
る
病
床
数
で
な
い
こ
と
か

ら
、
現
在
の
と
こ
ろ
当
病
院

も
含
め
削
減
の
予
定
は
な
い
。

　
ま
た
、
昨
年
行
わ
れ
た

「
西
吾
妻
福
祉
病
院
あ
り
方

検
討
委
員
会
」
に
よ
り
、
救

急
医
療
の
充
実
・
産
科
医
療

継
続
な
ど
の
方
向
性
を
決
め

「
新
公
立
病
院
改
革
プ
ラ

ン
」
を
策
定
し
た
。

　
療
養
病
床
に
つ
い
て
は
、

介
護
老
人
保
健
施
設
な
ど
へ

の
変
更
や
国
か
ら
示
さ
れ
る

予
定
の
施
設
系
サ
ー
ビ
ス
へ

の
変
更
、
療
養
病
棟
廃
止
の

３
案
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
国
か
ら
方
向
性
が
示
さ

れ
た
段
階
で
検
討
す
る
予
定

で
あ
る
。
今
後
も
地
域
住
民

か
ら
信
頼
さ
れ
る
病
院
と
な

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
当
病
院
の
建
設
当
初

　
　
　
は
本
当
の
意
味
で
地

域
に
根
付
い
た
病
院
を
目
指

し
て
い
た
と
思
う
。
情
報
発

信
と
い
う
点
で
、
病
院
の
現

状
や
地
域
医
療
構
想
な
ど
の

情
報
が
議
員
や
町
民
へ
ほ
と

ん
ど
伝
わ
っ
て
い
な
い
が
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
ま
た
、
国
の
方
針
か
ら
今

後
は
在
宅
療
養
が
増
え
て
い

く
と
予
想
さ
れ
る
。
新
た
な

　
　
　
自
助
・
互
助
の
重
要

　
　
　
性
に
つ
い
て
は
否
定

し
な
い
が
、
や
は
り
現
実
的

に
公
助
の
部
分
が
町
に
不
足

し
て
い
る
。

　
　
　
町
長
　
公
助
の
不
足

　
　
　
に
つ
い
て
は
反
省
す

べ
き
点
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
そ
れ
を
考
え
て
い
く
の

が
「
地
域
ケ
ア
会
議
」
で
あ

り
、
現
状
を
把
握
し
な
が
ら

議
論
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

　
ま
さ
に
今
年
度
か
ら
開
始

し
た
外
出
支
援
バ
ス
運
行
事

業
は
公
助
に
よ
る
も
の
で
あ

る
が
、
こ
の
よ
う
な
も
の
が

上
手
く
回
っ
て
い
な
い
部
分

が
あ
る
の
で
臨
機
応
変
か
つ

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
変
え

て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ

る
。

　
国
の
方
針
は
在
宅
療
養
を

中
心
で
進
め
て
い
る
が
、
町

で
上
手
く
い
く
の
か
は
疑
問

で
あ
る
。
議
員
皆
さ
ま
と
相

談
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

け
い
も
う

☞自助・互助・共助・公助①
　⇒自助：健康管理など自発的に自身を助ける・生活課題を解決すること
　　互助：ボランティアや住民組織による（費用負担が制度で裏付けされ
　　　　　ていない）自発的活動のこと

☞自助・互助・共助・公助②
　⇒共助：介護保険や社会保険制度などの制度化された相互扶助のこと
　　公助：公による負担（税金負担）による（自助･互助･共助で対応で   
　　　　　きないことに対する）福祉事業などのこと

地域包括ケアシステム地域包括ケアシステム

システム構築への考えは

考
え
と
し
て
、
こ
の
病
院
に

療
養
病
床
・
が
ん
の
緩
和
ケ

ア
病
棟
な
ど
を
作
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
よ

う
な
サ
ー
ビ
ス
を
地
域
で
受

け
ら
れ
る
仕
組
み
を
作
り
、

情
報
発
信
し
な
が
ら
地
域
医

療
が
後
退
・
縮
小
し
な
い
よ
う

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
町
長
　
指
摘
の
と
お

　
　
　
り
町
は
情
報
発
信
に

つ
い
て
遅
れ
て
い
る
部
分
が

あ
り
、
発
信
力
を
高
め
る
努

力
を
行
っ
て
き
た
つ
も
り
で

あ
る
。
当
病
院
に
つ
い
て
は

情
報
誌
第
１
号
を
発
行
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
本
町
は
じ
め
草
津

町
・
嬬
恋
村
・
中
之
条
町
（
六

合
地
区
）
に
全
戸
配
布
し
、

第
２
号
も
予
定
し
て
い
る
。

　
提
案
の
療
養
病
床
・
緩
和

ケ
ア
病
棟
に
つ
い
て
は
良
い

考
え
か
と
思
う
。
い
ず
れ
に

し
て
も
国
の
方
針
が
出
た
段

階
で
、
病
床
に
つ
い
て
再
度

議
論
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考

え
て
い
る
。
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ここが知りたい！

一 般 質 問
ここが知りたい！

一 般 質 問

▲産科医療継続を決めた西吾妻福祉病院

　
　
　
２
０
２
５
年
に
団
塊

　
　
　
の
世
代
が
75
歳
以
上

と
な
る
。
こ
れ
を
め
ど
に
重

度
な
要
介
護
状
態
と
な
っ
て

も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら

し
続
け
ら
れ
る
よ
う
医
療
や

介
護
な
ど
の
各
分
野
が
一
体

的
に
提
供
さ
れ
る
「
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築

実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
す
る
町
の
考
え
方

と
現
在
の
取
組
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
町
長
　
町
の
考
え
方

　
　
　
と
し
て
、
町
高
齢
者

福
祉
計
画
や
介
護
保
険
事
業

計
画
（
第
６
期
）
に
お
い
て

「
み
ん
な
の
力
で
生
涯
い
き

い
き
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

町
」
を
基
本
理
念
と
し
、
高

齢
者
が
健
康
で
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
安
定
的
な
介
護
サ
ー
ビ

ス
提
供
を
目
指
し
て
い
る
。

　
シ
ス
テ
ム
構
築
に
は
高
齢

者
自
身
や
周
囲
の
協
力
が
不

可
欠
で
あ
り
、
医
療
や
介
護

な
ど
各
分
野
の
連
携
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　
実
際
の
取
組
と
し
て
は
シ

ス
テ
ム
構
築
に
向
け
た
地
域

支
援
事
業
の
充
実
を
図
る
た

め
、
各
施
設
事
業
所
の
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
の
定
期
的

な
「
地
域
ケ
ア
会
議
」
開
催

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
今
後

は
要
支
援
者
が
地
域
で
暮
ら

し
て
い
く
た
め
に
、
各
種

サ
ー
ビ
ス
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
各
種
団
体
が
行
う
な
ど
一

体
的
な
支
援
を
提
供
で
き
る

よ
う
推
進
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
地
域
医
療
構
想
の
策

　
　
　
定
が
各
都
道
府
県
に

義
務
付
け
ら
れ
、
群
馬
県
で

は
現
行
の
保
健
医
療
計
画

（
第
７
次
）
に
追
記
さ
れ
る

形
で
改
定
が
行
わ
れ
た
。
こ

の
中
で
吾
妻
郡
に
お
け
る
２

０
２
５
年
の
必
要
病
床
数
は

５
７
２
床
と
な
っ
て
お
り
、

２
０
１
５
年
７
月
の
１
３
３

　
　
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど

　
　
　
の
事
業
所
が
町
に
不

足
し
て
い
る
。
例
え
ば
要
介

護
認
定
３
以
下
の
た
め
「
か

ら
ま
つ
荘
」
な
ど
の
施
設
に

入
所
で
き
な
い
方
向
け
の
施

設
や
在
宅
療
養
に
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
町
は
提
供
で
き

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
町
長
　
シ
ス
テ
ム
の

　
　
　
構
築
に
は
自
助
・
互

助
・
共
助
・
公
助
の
連
携
が

重
要
で
、
特
に
自
ら
が
健
康

に
注
意
を
払
う
な
ど
の
自
助

が
基
本
か
つ
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　
民
間
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が

不
足
し
て
い
る
と
い
う
指
摘

だ
が
、
田
舎
の
自
治
体
が
民

間
へ
過
度
に
期
待
す
る
の
は

難
し
い
。
そ
う
い
っ
た
時
に

こ
そ
ボ
ラ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
よ

う
な
互
助
が
必
要
で
あ
る
。

そ
れ
を
考
え
る
と
、
行
政
や

議
員
皆
さ
ま
な
ど
が
真
剣
に

考
え
、
啓
蒙
活
動
を
行
う
べ

き
だ
と
考
え
て
い
る
。

西吾妻福祉病院

地域医療構想、影響あるか

一
体
的
支
援

提
供
へ
推
進
図
る

介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど

現
在
の
と
こ
ろ

影
響
無
い５

床
と
比
べ
約
57
％
の
減
と

な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
数
値

は
ど
の
よ
う
な
病
床
が
減
る

こ
と
を
示
す
の
か
。
こ
れ
に

よ
り
地
域
の
中
核
的
病
院
で

あ
る
西
吾
妻
福
祉
病
院
は
ど

の
よ
う
な
影
響
を
受
け
る
の

か
。
ま
た
、
地
域
住
民
か
ら

信
頼
さ
れ
る
病
院
に
向
け
た

改
革
に
つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

　
　
　
町
長
　
こ
の
約
57
％

　
　
　
と
い
う
数
値
は
減
床

数
で
は
な
く
、
主
に
栗
生
楽

泉
園
の
不
要
病
床
数
を
示
し

て
い
る
。
必
ず
し
も
削
減
さ

れ
る
病
床
数
で
な
い
こ
と
か

ら
、
現
在
の
と
こ
ろ
当
病
院

も
含
め
削
減
の
予
定
は
な
い
。

　
ま
た
、
昨
年
行
わ
れ
た

「
西
吾
妻
福
祉
病
院
あ
り
方

検
討
委
員
会
」
に
よ
り
、
救

急
医
療
の
充
実
・
産
科
医
療

継
続
な
ど
の
方
向
性
を
決
め

「
新
公
立
病
院
改
革
プ
ラ

ン
」
を
策
定
し
た
。

　
療
養
病
床
に
つ
い
て
は
、

介
護
老
人
保
健
施
設
な
ど
へ

の
変
更
や
国
か
ら
示
さ
れ
る

予
定
の
施
設
系
サ
ー
ビ
ス
へ

の
変
更
、
療
養
病
棟
廃
止
の

３
案
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
国
か
ら
方
向
性
が
示
さ

れ
た
段
階
で
検
討
す
る
予
定

で
あ
る
。
今
後
も
地
域
住
民

か
ら
信
頼
さ
れ
る
病
院
と
な

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
当
病
院
の
建
設
当
初

　
　
　
は
本
当
の
意
味
で
地

域
に
根
付
い
た
病
院
を
目
指

し
て
い
た
と
思
う
。
情
報
発

信
と
い
う
点
で
、
病
院
の
現

状
や
地
域
医
療
構
想
な
ど
の

情
報
が
議
員
や
町
民
へ
ほ
と

ん
ど
伝
わ
っ
て
い
な
い
が
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
ま
た
、
国
の
方
針
か
ら
今

後
は
在
宅
療
養
が
増
え
て
い

く
と
予
想
さ
れ
る
。
新
た
な

　
　
　
自
助
・
互
助
の
重
要

　
　
　
性
に
つ
い
て
は
否
定

し
な
い
が
、
や
は
り
現
実
的

に
公
助
の
部
分
が
町
に
不
足

し
て
い
る
。

　
　
　
町
長
　
公
助
の
不
足

　
　
　
に
つ
い
て
は
反
省
す

べ
き
点
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
そ
れ
を
考
え
て
い
く
の

が
「
地
域
ケ
ア
会
議
」
で
あ

り
、
現
状
を
把
握
し
な
が
ら

議
論
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

　
ま
さ
に
今
年
度
か
ら
開
始

し
た
外
出
支
援
バ
ス
運
行
事

業
は
公
助
に
よ
る
も
の
で
あ

る
が
、
こ
の
よ
う
な
も
の
が

上
手
く
回
っ
て
い
な
い
部
分

が
あ
る
の
で
臨
機
応
変
か
つ

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
変
え

て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ

る
。

　
国
の
方
針
は
在
宅
療
養
を

中
心
で
進
め
て
い
る
が
、
町

で
上
手
く
い
く
の
か
は
疑
問

で
あ
る
。
議
員
皆
さ
ま
と
相

談
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

け
い
も
う

☞自助・互助・共助・公助①
　⇒自助：健康管理など自発的に自身を助ける・生活課題を解決すること
　　互助：ボランティアや住民組織による（費用負担が制度で裏付けされ
　　　　　ていない）自発的活動のこと

☞自助・互助・共助・公助②
　⇒共助：介護保険や社会保険制度などの制度化された相互扶助のこと
　　公助：公による負担（税金負担）による（自助･互助･共助で対応で   
　　　　　きないことに対する）福祉事業などのこと

地域包括ケアシステム地域包括ケアシステム

システム構築への考えは

考
え
と
し
て
、
こ
の
病
院
に

療
養
病
床
・
が
ん
の
緩
和
ケ

ア
病
棟
な
ど
を
作
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
よ

う
な
サ
ー
ビ
ス
を
地
域
で
受

け
ら
れ
る
仕
組
み
を
作
り
、

情
報
発
信
し
な
が
ら
地
域
医

療
が
後
退
・
縮
小
し
な
い
よ
う

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
町
長
　
指
摘
の
と
お

　
　
　
り
町
は
情
報
発
信
に

つ
い
て
遅
れ
て
い
る
部
分
が

あ
り
、
発
信
力
を
高
め
る
努

力
を
行
っ
て
き
た
つ
も
り
で

あ
る
。
当
病
院
に
つ
い
て
は

情
報
誌
第
１
号
を
発
行
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
本
町
は
じ
め
草
津

町
・
嬬
恋
村
・
中
之
条
町
（
六

合
地
区
）
に
全
戸
配
布
し
、

第
２
号
も
予
定
し
て
い
る
。

　
提
案
の
療
養
病
床
・
緩
和

ケ
ア
病
棟
に
つ
い
て
は
良
い

考
え
か
と
思
う
。
い
ず
れ
に

し
て
も
国
の
方
針
が
出
た
段

階
で
、
病
床
に
つ
い
て
再
度

議
論
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考

え
て
い
る
。
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一 般 質 問
議会活動報告

▲出馬表明をする萩原町長

▲県道大笹北軽井沢線にて(図①参照)

▼県道嬬恋応桑線(小宿橋工区)にて(図②参照)

▲研修会の様子

▲図①　県道大笹北軽井沢線事業区間

▼図②　県道嬬恋応桑線事業区間（小宿橋工区）
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次期町長選へ

　　　出馬の意向は

　
　
　
萩
原
町
長
は
平
成
26

　
　
　
年
４
月
の
町
長
就
任

以
来
、
約
３
年
８
ヶ
月
に
わ

た
り
長
野
原
町
長
と
し
て
の

重
責
を
担
っ
て
き
た
。

　
こ
れ
ま
で
「
明
る
く
活
力

あ
る
町
づ
く
り
」
を
基
本
理

念
に
、
産
業
振
興
や
子
育
て

支
援
な
ど
に
注
力
し
、
新
た

な
施
策
を
打
ち
出
し
て
き
た

が
、
こ
れ
ら
施
策
に
も
未
だ

芽
が
出
な
い
も
の
や
花
が
咲

い
た
も
の
と
色
々
あ
る
か
と

思
う
。
こ
の
よ
う
な
中
、
来

年
４
月
に
は
任
期
満
了
に
伴

う
町
長
選
挙
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。

　
率
直
に
伺
う
が
、
２
期
目

を
目
指
し
て
出
馬
の
意
向
は

あ
る
の
か
。
意
向
が
あ
る
場

合
は
、
こ
れ
ま
で
の
萩
原
町

政
を
総
括
し
２
期
目
に
対
す
る

覚
悟
や
町
を
ど
ん
な
町
に
し
て

い
く
の
か
考
え
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
町
長
　
３
年
８
ヶ
月

　
　
　
の
間
、
基
本
理
念
で

あ
る
「
明
る
く
活
力
あ
る
町

づ
く
り
」
の
下
、
様
々
な
事

業
や
施
策
を
実
行
し
て
き
た
。

こ
れ
も
議
員
を
は
じ
め
、
町

民
皆
さ
ま
の
ご
支
援
・
ご
協

力
の
た
ま
も
の
で
あ
る
。

　
出
馬
当
初
よ
り
「
閉
塞
感

を
払
拭
す
る
」
と
声
を
挙
げ

て
き
た
が
、
こ
の
閉
塞
感
に
一

定
の
風
穴
を
開
け
る
こ
と
が
で

き
た
と
自
己
評
価
し
て
い
る
。

　
過
日
、
後
援
会
の
席
で
多

く
の
支
持
者
の
皆
さ
ま
か
ら

も
背
中
を
押
し
て
い
た
だ
い

た
。
次
期
４
年
は
「
よ
り
活

力
あ
る
町
づ
く
り
」
に
ま
い

進
し
て
い
き
た
い
。
２
年
後

に
は
八
ッ
場
ダ
ム
事
業
が
完

成
を
迎
え
る
。
ダ
ム
と
と
も

に
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要

な
組
織
の
構
築
も
行
っ
て
い

き
た
い
。

　
ま
た
「
学
校
給
食
費
無
料

化
」
や
「
高
齢
者
の
居
場
所

づ
く
り
」
な
ど
子
育
て
世
代

へ
の
経
済
的
支
援
・
高
齢
者

へ
の
生
き
が
い
支
援
を
実
行

す
る
と
と
も
に
、
将
来
の
観

光
立
町
を
目
指
し
て
八
ッ
場

と
浅
間
を
つ
な
げ
て
い
き
た

い
。
更
に
は
基
幹
産
業
で
あ

る
農
業
へ
の
支
援
強
化
を
行

い
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
も
欠

か
す
つ
も
り
は
な
い
。
そ
し

て
、
日
頃
よ
り
提
唱
し
て
い

る
「
オ
ー
ル
長
野
原
」
を
次

期
４
年
で
形
に
す
る
た
め
に

全
身
全
霊
で
取
り
組
む
所
存

で
あ
る
。
具
体
的
な
公
約
に

つ
い
て
は
来
年
以
降
お
示
し

し
た
い
。

　
　
　
力
強
い
出
馬
表
明
だ

　
　
　
と
受
け
止
め
た
。
今

ま
で
言
及
し
な
か
っ
た
学
校

給
食
費
無
料
化
に
つ
い
て
、

財
源
の
部
分
で
心
配
な
点
は

あ
る
が
詳
細
を
。

　
　
　
町
長
　
町
民
か
ら
の

　
　
　
要
望
も
多
く
、
議
員

数
名
か
ら
問
わ
れ
て
い
た
部

分
が
あ
る
。
貧
困
家
庭
や
教

育
格
差
が
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
る
中
、
当
町
で
も
例
外

で
は
な
い
。
町
長
選
に
お
い

て
、
公
約
の
一
つ
と
し
て
民

意
を
問
い
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
財
源
に
つ
い
て
は
「
ふ

る
さ
と
納
税
」
の
使
い
道
を

子
育
て
世
代
へ
の
経
済
的
支

援
・
高
齢
者
へ
の
生
き
が
い

支
援
へ
一
本
化
し
、
活
用
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

へ
い
そ
く

よ
り
良
い

町
づ
く
り
へ
ま
い
進

萩
原
町
長
出
馬
表
明

町
内
県
道
の

　

現
地
調
査
実
施

　
国
県
道
改
良
等
促
進
特
別

委
員
会
の
町
内
現
地
調
査
を

平
成
29
年
12
月
22
日
（
金
）

に
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
調
査
で
は
中
之
条
土

木
事
務
所
の
長
野
原
事
業
所

長
案
内
の
下
、
県
事
業
で
道

大
笹
北
軽
線

　
　
　

Ｈ
31
年
度
完
成
目
標

路
改
良
な
ど
を
行
っ
て
い
る

県
道
大
笹
北
軽
井
沢
線
や
県

道
嬬
恋
応
桑
線
を
現
地
視
察

し
、
現
在
の
状
況
を
全
委
員

で
確
認
し
ま
し
た
。

　
県
道
大
笹
北
軽
井
沢
線
は

現
在
地
蔵
川
前
後
の
拡
幅
工

嬬
恋
応
桑
線

　
　

Ｈ
30
年
度
完
成
へ

活動報告①

国　県　道

改良等促進

特別委員会

事
・
線
形
改
良
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
（
図
①
）
。
用
地

問
題
や
電
柱
・
光
ケ
ー
ブ
ル

移
設
に
よ
る
影
響
で
時
間
を

要
し
て
お
り
、
用
地
交
渉
に

つ
い
て
は
未
契
約
者
数
名
と

の
契
約
に
向
け
交
渉
中
で
す
。

　
な
お
、
こ
の
道
路
改
良
は

平
成
31
年
度
完
成
を
目
標
に

工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
県
道
嬬
恋
応
桑
線
は
約

３
・
８
㎞
の
整
備
が
完
了
し

■
同
特
別
委
員
（
敬
称
略
）

　
委
員
長
　
牧
山
　
明

　
委
　
員
　
入
澤
　
信
夫

　
委
　
員
　
浅
井
　
進

　
委
　
員
　
入
澤
　
勝
彦

　
委
　
員
　
大
羽
賀
　
進

活動報告②

議会広報

研 修 会

議
会
広
報

　
　
　

意
義
・
役
割
学
ぶ

　
県
内
町
村
議
会
を
対
象
と

す
る
議
会
広
報
研
修
会
が
平

成
29
年
11
月
15
日
、
群
馬
県

市
町
村
会
館
（
前
橋
市
）
を

会
場
に
開
催
さ
れ
、
町
議
会

広
報
委
員
で
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
で
は
議
会
広
報

サ
ポ
ー
タ
ー
の
芳
野
氏
を
講

師
に
議
会
広
報
の
意
義
・
役

割
や
編
集
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど

を
学
び
ま
し
た
。

て
お
り
、
現
在
小
宿
橋
区
間

（
図
②
）
の
道
路
改
良
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
橋
台
の

試
掘
や
補
強
設
計
な
ど
で
遅

れ
が
生
じ
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
30
年
度
の
完
成
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

☞学校給食費の無料化について
　⇒平成29年３月の定例会にて浅井進議員が一般質問を行った　

　　際には「財政状況を考慮し検討する」と回答していました。

☞一般県道嬬恋応桑線の事業について
　⇒平成７年度に町事業として一部改良を実施し、平成13年

　　度から県の単独事業として改良事業を行っています。

ふ
っ
し
ょ
く

平
成
31
年
度
の

完
成
を
目
標

県
道
大
笹
北
軽
井
沢
線
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▲出馬表明をする萩原町長

▲県道大笹北軽井沢線にて(図①参照)

▼県道嬬恋応桑線(小宿橋工区)にて(図②参照)
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次期町長選へ

　　　出馬の意向は

　
　
　
萩
原
町
長
は
平
成
26

　
　
　
年
４
月
の
町
長
就
任

以
来
、
約
３
年
８
ヶ
月
に
わ

た
り
長
野
原
町
長
と
し
て
の

重
責
を
担
っ
て
き
た
。

　
こ
れ
ま
で
「
明
る
く
活
力

あ
る
町
づ
く
り
」
を
基
本
理

念
に
、
産
業
振
興
や
子
育
て

支
援
な
ど
に
注
力
し
、
新
た

な
施
策
を
打
ち
出
し
て
き
た

が
、
こ
れ
ら
施
策
に
も
未
だ

芽
が
出
な
い
も
の
や
花
が
咲

い
た
も
の
と
色
々
あ
る
か
と

思
う
。
こ
の
よ
う
な
中
、
来

年
４
月
に
は
任
期
満
了
に
伴

う
町
長
選
挙
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。

　
率
直
に
伺
う
が
、
２
期
目

を
目
指
し
て
出
馬
の
意
向
は

あ
る
の
か
。
意
向
が
あ
る
場

合
は
、
こ
れ
ま
で
の
萩
原
町

政
を
総
括
し
２
期
目
に
対
す
る

覚
悟
や
町
を
ど
ん
な
町
に
し
て

い
く
の
か
考
え
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
町
長
　
３
年
８
ヶ
月

　
　
　
の
間
、
基
本
理
念
で

あ
る
「
明
る
く
活
力
あ
る
町

づ
く
り
」
の
下
、
様
々
な
事

業
や
施
策
を
実
行
し
て
き
た
。

こ
れ
も
議
員
を
は
じ
め
、
町

民
皆
さ
ま
の
ご
支
援
・
ご
協

力
の
た
ま
も
の
で
あ
る
。

　
出
馬
当
初
よ
り
「
閉
塞
感

を
払
拭
す
る
」
と
声
を
挙
げ

て
き
た
が
、
こ
の
閉
塞
感
に
一

定
の
風
穴
を
開
け
る
こ
と
が
で

き
た
と
自
己
評
価
し
て
い
る
。

　
過
日
、
後
援
会
の
席
で
多

く
の
支
持
者
の
皆
さ
ま
か
ら

も
背
中
を
押
し
て
い
た
だ
い

た
。
次
期
４
年
は
「
よ
り
活

力
あ
る
町
づ
く
り
」
に
ま
い

進
し
て
い
き
た
い
。
２
年
後

に
は
八
ッ
場
ダ
ム
事
業
が
完

成
を
迎
え
る
。
ダ
ム
と
と
も

に
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要

な
組
織
の
構
築
も
行
っ
て
い

き
た
い
。

　
ま
た
「
学
校
給
食
費
無
料

化
」
や
「
高
齢
者
の
居
場
所

づ
く
り
」
な
ど
子
育
て
世
代

へ
の
経
済
的
支
援
・
高
齢
者

へ
の
生
き
が
い
支
援
を
実
行

す
る
と
と
も
に
、
将
来
の
観

光
立
町
を
目
指
し
て
八
ッ
場

と
浅
間
を
つ
な
げ
て
い
き
た

い
。
更
に
は
基
幹
産
業
で
あ

る
農
業
へ
の
支
援
強
化
を
行

い
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
も
欠

か
す
つ
も
り
は
な
い
。
そ
し

て
、
日
頃
よ
り
提
唱
し
て
い

る
「
オ
ー
ル
長
野
原
」
を
次

期
４
年
で
形
に
す
る
た
め
に

全
身
全
霊
で
取
り
組
む
所
存

で
あ
る
。
具
体
的
な
公
約
に

つ
い
て
は
来
年
以
降
お
示
し

し
た
い
。

　
　
　
力
強
い
出
馬
表
明
だ

　
　
　
と
受
け
止
め
た
。
今

ま
で
言
及
し
な
か
っ
た
学
校

給
食
費
無
料
化
に
つ
い
て
、

財
源
の
部
分
で
心
配
な
点
は

あ
る
が
詳
細
を
。

　
　
　
町
長
　
町
民
か
ら
の

　
　
　
要
望
も
多
く
、
議
員

数
名
か
ら
問
わ
れ
て
い
た
部

分
が
あ
る
。
貧
困
家
庭
や
教

育
格
差
が
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
る
中
、
当
町
で
も
例
外

で
は
な
い
。
町
長
選
に
お
い

て
、
公
約
の
一
つ
と
し
て
民

意
を
問
い
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
財
源
に
つ
い
て
は
「
ふ

る
さ
と
納
税
」
の
使
い
道
を

子
育
て
世
代
へ
の
経
済
的
支

援
・
高
齢
者
へ
の
生
き
が
い

支
援
へ
一
本
化
し
、
活
用
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

へ
い
そ
く

よ
り
良
い

町
づ
く
り
へ
ま
い
進

萩
原
町
長
出
馬
表
明

町
内
県
道
の

　

現
地
調
査
実
施

　
国
県
道
改
良
等
促
進
特
別

委
員
会
の
町
内
現
地
調
査
を

平
成
29
年
12
月
22
日
（
金
）

に
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
調
査
で
は
中
之
条
土

木
事
務
所
の
長
野
原
事
業
所

長
案
内
の
下
、
県
事
業
で
道

大
笹
北
軽
線

　
　
　

Ｈ
31
年
度
完
成
目
標

路
改
良
な
ど
を
行
っ
て
い
る

県
道
大
笹
北
軽
井
沢
線
や
県

道
嬬
恋
応
桑
線
を
現
地
視
察

し
、
現
在
の
状
況
を
全
委
員

で
確
認
し
ま
し
た
。

　
県
道
大
笹
北
軽
井
沢
線
は

現
在
地
蔵
川
前
後
の
拡
幅
工

嬬
恋
応
桑
線

　
　

Ｈ
30
年
度
完
成
へ

活動報告①

国　県　道

改良等促進

特別委員会

事
・
線
形
改
良
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
（
図
①
）
。
用
地

問
題
や
電
柱
・
光
ケ
ー
ブ
ル

移
設
に
よ
る
影
響
で
時
間
を

要
し
て
お
り
、
用
地
交
渉
に

つ
い
て
は
未
契
約
者
数
名
と

の
契
約
に
向
け
交
渉
中
で
す
。

　
な
お
、
こ
の
道
路
改
良
は

平
成
31
年
度
完
成
を
目
標
に

工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
県
道
嬬
恋
応
桑
線
は
約

３
・
８
㎞
の
整
備
が
完
了
し

■
同
特
別
委
員
（
敬
称
略
）

　
委
員
長
　
牧
山
　
明

　
委
　
員
　
入
澤
　
信
夫

　
委
　
員
　
浅
井
　
進

　
委
　
員
　
入
澤
　
勝
彦

　
委
　
員
　
大
羽
賀
　
進

活動報告②

議会広報

研 修 会

議
会
広
報

　
　
　

意
義
・
役
割
学
ぶ

　
県
内
町
村
議
会
を
対
象
と

す
る
議
会
広
報
研
修
会
が
平

成
29
年
11
月
15
日
、
群
馬
県

市
町
村
会
館
（
前
橋
市
）
を

会
場
に
開
催
さ
れ
、
町
議
会

広
報
委
員
で
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
で
は
議
会
広
報

サ
ポ
ー
タ
ー
の
芳
野
氏
を
講

師
に
議
会
広
報
の
意
義
・
役

割
や
編
集
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど

を
学
び
ま
し
た
。

て
お
り
、
現
在
小
宿
橋
区
間

（
図
②
）
の
道
路
改
良
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
橋
台
の

試
掘
や
補
強
設
計
な
ど
で
遅

れ
が
生
じ
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
30
年
度
の
完
成
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

☞学校給食費の無料化について
　⇒平成29年３月の定例会にて浅井進議員が一般質問を行った　

　　際には「財政状況を考慮し検討する」と回答していました。

☞一般県道嬬恋応桑線の事業について
　⇒平成７年度に町事業として一部改良を実施し、平成13年

　　度から県の単独事業として改良事業を行っています。

ふ
っ
し
ょ
く

平
成
31
年
度
の

完
成
を
目
標

県
道
大
笹
北
軽
井
沢
線



ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１１４　 １４１５　　ながのはらまち議会だより　１月 Ｎo．１１４

議
会
傍
聴
案
内

議会活動報告議会活動報告

▲▼約５割のコンクリート打設が完了している八ッ場ダム

▲県内町村議会議員が一同に研修を受けました（大森氏講演の様子）

▲交歓会の様子

▲挨拶する唐沢さん

▲白熱した競技の様子

▲表紙の写真

あなたも
議会を傍聴しませんか？

次

回

定

例

会

３月　６日(火)

　　　14日(水)

20日(火)
※発行日現在の予定

　議会の様子はどなたでも傍聴

することができます。

　傍聴を希望される方は、議会

開催日に直接議場（長野原町役

場２階）までお越しください。

　難しい手続きはなく、予約も

不要です。受付簿に氏名など必

須事項を記入の上、傍聴してく

ださい。会議中の入退室も自由

です。

　なお、開会時間は開催日によ

って異なります。傍聴を希望さ

れる際は長野原町議会事務局ま

でお問い合わせください。

▶詳しくは長野原町議会事務局

（☎０２７９･８２･３０１９）

までお問い合わせください。

活動報告③

八ッ場ダム

建設工事

現場視察

ダ
ム
本
体
打
設

約
５
割
進
捗

本
体
建
設
工
事

現
場
を
視
察

　

　
平
成
29
年
12
月
20
日
、
八
ッ

場
ダ
ム
本
体
の
建
設
工
事
現

場
視
察
を
全
議
員
で
行
い
ま

て
は
高
さ
１
１
６
ｍ
の
う
ち

約
５
割
ま
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト

打
設
が
進
捗
し
て
い
ま
す

（
視
察
時
現
在
）
。

　
ま
た
、
国
土
交
通
省
が
実

施
し
て
い
る
一
般
個
人
・
団

体
向
け
八
ッ
場
ダ
ム
工
事
現

場
見
学
会
「
や
ん
ば
ツ
ア
ー

ズ
」
は
大
変
人
気
と
な
っ
て

お
り
、
特
に
平
成
29
年
度
の

団
体
向
け
ツ
ア
ー
の
日
程
は

ほ
と
ん
ど
予
約
で
埋
ま
っ
て

い
る
状
況
で
す
（
視
察
時
現

在
）
。
最
新
の
情
報
に
つ
い

て
は
八
ッ
場
ダ
ム
工
事
事
務

所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

し
た
。

　
当
日
は
国
土
交
通
省
八
ッ

場
ダ
ム
工
事
事
務
所
長
や
職

員
に
よ
る
案
内
の
下
、
ダ
ム

本
体
の
建
設
状
況
な
ど
を
確

認
し
ま
し
た
。
ダ
ム
に
つ
い

活動報告④

群　馬　県

町村議会議員

研　修　会

地方議会

あり方学ぶ

　
群
馬
県
町
村
議
会
議
員
研

修
会
が
平
成
29
年
10
月
27
日
、

吉
岡
町
文
化
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
開
催
さ
れ
全
議
員
で
出

席
し
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
会
で
は
、
東
京

大
学
名
誉
教
授
の
大
森
氏
に

よ
る
「
二
元
的
代
表
制
の
真

髄
」
と
題
し
た
二
元
代
表
制

を
と
る
地
方
公
共
団
体
の
議

会
に
お
け
る
議
員
の
あ
り
方

な
ど
に
つ
い
て
の
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
食
生
活
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
会
代
表
幹
事
の
佐

藤
氏
に
よ
る
「
健
康
寿
命
を

延
ば
す
た
め
の
食
生
活
」
と

題
し
た
講
演
も
行
わ
れ
、
議

会
・
健
康
福
祉
の
分
野
に
わ

た
る
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

　
町
新
年
交
歓
会
が
平
成

30
年
１
月
６
日
、
山
村
開
発

セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催

さ
れ
、
全
議
員
で
出
席
し
ま

し
た
。

　
こ
の
新
年
交
歓
会
で
は
昨

年
５
月
１
日
付
け
で
旭
日
双

光
章
を
受
章
し
た
唐
沢
邦
武

さ
ん(

88)

＝
大
津
＝
を
迎
え
、

多
く
の
町
関
係
者
が
列
席
す

る
中
、
新
年
初
め
の
挨
拶
を

交
わ
し
ま
し
た
。

活動報告⑤

長野原町

新　年

交歓会

新年初めの

　　挨拶交わす

受勲者や町関係者を迎え

く
に
た
け

町
内
児
童
に
よ
る
熱
戦

　
平
成
30
年
１
月
10
日
、
山

村
開
発
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に

開
催
さ
れ
た
上
毛
か
る
た
競

技
長
野
原
町
大
会
で
撮
影
し

た
一
枚
で
す
。

　
今
大
会
も
町
内
４
小
学
校

よ
り
参
加
し
た
児
童
た
ち
が

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

上
毛
か
る
た

競
技
町
大
会

表紙の写真

☞二元代表制について
　⇒住民が直接選挙で首長（町長）と議員を別々に選

　　ぶ制度のこと。

☞旭日双光章について
　⇒勲章「旭日章」の６等級のうち勲五等に相当する章

　　で、国や公共に対し功労のある方に授与されます。
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議会活動報告

▲交歓会の様子

▲挨拶する唐沢さん

▲白熱した競技の様子

▲表紙の写真

あなたも
議会を傍聴しませんか？

３月　６日(火)

　　　14日(水)

20日(火)
※発行日現在の予定

　議会の様子はどなたでも傍聴

することができます。

　傍聴を希望される方は、議会

開催日に直接議場（長野原町役

場２階）までお越しください。

　難しい手続きはなく、予約も

不要です。受付簿に氏名など必

須事項を記入の上、傍聴してく

ださい。会議中の入退室も自由

です。

　なお、開会時間は開催日によ

って異なります。傍聴を希望さ

れる際は長野原町議会事務局ま

でお問い合わせください。

▶詳しくは長野原町議会事務局

（☎０２７９･８２･３０１９）

までお問い合わせください。

30

(

88)

活動報告⑤

長野原町

新　年

交歓会

新年初めの

　　挨拶交わす

受勲者や町関係者を迎え

30

10

表紙の写真

☞旭日双光章について
　⇒勲章「旭日章」の６等級のうち勲五等に相当する章

　　で、国や公共に対し功労のある方に授与されます。



平成30年２月10日(土)
　16:00 開会式
　16:30 祈願式
　16:50 点火式（女神・巫女・使者隊）
　17:00 祈願ロウソク点火
　18:00 アトラクション（浅間鬼押し太鼓 他）
　18:30 花火打ち上げ（約10分間）
　19:00 終　了
▶北軽井沢観光協会 0279-84-2047
　http://www.kita-karuizawa.jp/

第26回北軽井沢
炎のまつり in 北軽井沢ふれあい広場

●平成30年２月10日(土)
　レディースの部
　一般の部（予選リーグ）
●平成30年2月11日(日)
　一般の部
　（準決勝リーグ･決勝トーナメント）
　第17回全国小学生雪合戦大会
▶浅間高原雪合戦実行委員会
　(長野原町役場内)0279-82-3013
　http://asamayukigassen.web.fc2.com/

冬
の

長
野
原
町
に

花
が
咲
く
。

第18回
浅間高原雪合戦
in 北軽井沢グラウンド特設会場in 北軽井沢グラウンド特設会場in 北軽井沢グラウンド特設会場
（第５回日本雪合戦選手権関東予選）（第５回日本雪合戦選手権関東予選）（第５回日本雪合戦選手権関東予選）

関東雪合戦選手権関東雪合戦選手権関東雪合戦選手権

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
の
酉
年

は
「
商
売
繁
盛
・
収
穫
」
と

い
う
意
味
が
あ
り
、
本
年
の

戌
年
は
商
売
・
収
穫
後
に
お

け
る
「
守
り
」
の
年
で
あ
る

と
の
こ
と
で
す
。
一
昨
年
か

ら
申
年
・
酉
年
・
戌
年
と
続

い
て
桃
太
郎
の
仲
間
が
そ
ろ

い
、
来
年
は
亥
年
と
な
る
こ

と
か
ら
本
年
は
目
標
に
向

か
っ
て
突
き
進
む
た
め
の
準

備
や
地
盤
作
り
に
は
絶
好
の

年
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
本
年
も
議
員
一
丸
と
な
り
、

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
へ
努

力
し
て
参
る
所
存
で
す
の
で

町
民
皆
さ
ま
の
ご
支
援
・
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
よ

り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

編
集
後
記

広
報
委
員

　
委
員
長
　
黒
岩
　
　
巧

　
委

　員
　
牧
山
　
　
明

　
　
　
　
　
浅
井
　
　
進

　
　
　
　
　
冨
澤
　
重
男
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11月臨時会や12月定例会の内容をお伝えします

と
り

い
ぬ

さ
る

い
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12月定例会
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